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研究成果の概要（和文）：本研究は、口腔がんに対する治療実施に際して、免疫栄養療法の実施の有用性の評価
と、さらに栄養学的評価が、治療成績の向上や合併症の発症に関与しうるかの検証を実施したものである。口腔
がん患者における術前の各指標（リンパ球数、好中球数、血小板数、血清アルブミン値、総コレステロール値、
CRP値）を用いた栄養学的指標と周術期に発症する術後創部感染（Surgical Site Infection）および生命予後の
関連を検 討した結果、術前の栄養学的指標は、SSIおよび生命予後に関連する因子であることが示せた。さら
に、BIA法を用いた骨格筋指数（SMI）も生命予後と関連することが示せた。

研究成果の概要（英文）：This study was conducted to evaluate the usefulness of implementing 
immunonutrition therapy in the implementation of treatment for oral cancer and to further examine 
whether nutritional assessment could be involved in improving treatment outcomes and the development
 of complications. We examined the relationship between preoperative nutritional indices (lymphocyte
 count, neutrophil count, platelet count, serum albumin level, total cholesterol level, and CRP 
level) and perioperative surgical site infection (SSI) and life expectancy in oral cancer patients. 
The results showed that preoperative nutritional index was a factor associated with SSI and life 
expectancy. Furthermore, the skeletal muscle index (SMI) using the BIA method was also associated 
with prognosis.

研究分野：口腔外科
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研究成果の学術的意義や社会的意義
口腔がん患者の治療中における、栄養介入の意義については、ほとんど明らかになっていない。また治療開始前
の栄養状態の評価の意義についても、他の消化器領域の疾患と比して十分に検証されていない。我々の検証によ
って得られた結果は、口腔がん治療における、事前の栄養介入の重要性を示唆する結果である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
口腔がんをはじめ口腔外科疾患の患者は治療経過中に経口摂取困難による低栄養状態や、創
部治癒不全が問題となることが多いが、現在それを予防するための周術期栄養療法は確立され
ていない。近年、他領域では ERAS と言われるエビデンスに基づいた術後回復促進のプロトコ
ルが提唱されており、周術期の栄養療法の重要性や、加齢や疾患によって生じる骨格筋量と骨格
筋力の低下と定義されているサルコペニアとの関連が、他の消化器外科領域では検証がすすん
でいるが、口腔外科領域においては十分になされていない。 

 
２．研究の目的 
Sarcopenia とは、1989 年に Rosenberg によって提唱された概念で、加齢や疾患により筋肉量
が低下している状態を指し、筋力低下や身体機能低下を引き起こす。The European Working 
Group on Sarcopenia in Older People(EWGSOP)は Sarcopeniaの原因として、一次性(加齢に
よるもの)と二次性(活動･疾患･栄養によるもの)によるものに分類しており、さらに、近年
Sarcopenia は高齢者の医学・生活的虚弱（frailty）や消化器がん患者の治療成績との関連が報
告され、その概念が広く行き渡っている。一方、進行口腔がん患者では経口摂取困難により低栄
養や体重減少を認めることも少なくなく、診断がついた時点ですでに、多くが二次性の
Sarcopenia の状態にある可能性も推察されるが、口腔外科領域では報告例が乏しく、未だに明
らかになっていない。Asian Working Group for Sarcopenia(AWGS)の Sarcopenia診断基準で
は四肢骨格筋量の評価として BIA （Bioelectrical impedance analysis）法が用いられている。
しかし近年、消化器外科領域では Sarcopeniaの新たな診断手法として大腰筋による評価が散見
されるようになった。大腰筋は筋幹部が独立して走行しているため CT検査での同定が容易であ
り、食道癌 、膵癌 、肝移植の領域での報告が見られる。これら多くの報告によると、CT画像
における第 3 腰椎(L3)レベルの大腰筋横断面の面積を計測しているが、椎体円板レベルを指標
とした大腰筋面積は必ずしも最大横断面ではなく、報告者により計測部位が異なり統一された
標準値的手法が確立されていない。我々は、治療開始前の口腔がん患者に対して、3D-CT を用
いた大腰筋体積(muscles psoas major volume:PV)評価法及び BIA法による Sarcopeniaの評価
法の確立を試み、その臨床的有用性を検討したため報告する。 
 
 
３．研究の方法 
2010年 1月～2018年 12月までに当科で一次治療を行った口腔がん患者のうち、治療前にPET/CT
撮影した 89 例（男性 55例、女性 34例）、BIA 法により測定した 40例（男性 24例、女性 16 例）
を対象とし、PET/CT 画像を、Synapse VINCENTⓇ,v5.3 を用いて、大腰筋体積（PV）を解析、算
出し、Inbody570TM（Inbody.japan）にて治療開始前の骨格筋指数（skeletal muscle index:SMI）
を計測した。これらの結果と各種の栄養学的指標との関連を統計学的に解析した。 
 
 
４．研究成果 

PV と SMI は男女ともに高い正の相関関
係を示した。現状、AWGS の Sarcopenia
診断基準の四肢骨格筋量の評価法とし
て、SMI(BIA 法)が用いられているが、PV
についても Sarcopenia 診断基準の四肢
骨格筋量の評価法として有用であると
考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 



・男性の PV、SMI と各栄養因子(PNI、Alb)
の検討において、これらはすべて高い正の
相関関係を認めた。また、SMI については
AWGS の診断基準に基づいて決定し、PV は
Amini らの報告に基づいて決定した群間の
比較検討では、すべてにおいて Sarcopenia
群で栄養パラメーターが有意に低値を示
した。この結果は、今回のような PV 値を
用いた Sarcopenia の診断方法が、栄養状
態を評価するうえで有用であることが示
唆される。 
小野寺らは、PNI は消化器癌患者において
術後合併症を予測する有用なマーカーで
あると報告しており 、今回の検討から PV
による Sarcopenia 評価法は術後合併症の
予測にも利用しうる可能性が示唆された。

また今回、PV による Sarcopenia 群の決定を Amini らの報告から、全体の 1/4 以下と定義したが
今後、症例数を増やした解析により、口腔がんに特化した新たなカットオフ値を設定できれば、
さらに実臨床での有用な測定法になり得ると考える。 
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